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静岡大学 「情報学部数理データサイエンスAI教育プログラム」概要
本教育プログラムがねらいとする学習成果

・数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムが
策定した応用基礎レベルの学習内容をカバーし、基礎力から
実践的応用力までを身に着けさせること。

・理工系から文科系まで幅広い分野の学生が、それぞれの興味
関心や希望する将来像に沿った知識やスキルを身に着けられること。

本教育プログラムの特色
・情報科学科（コンピュータサイエンス系）、行動情報学科
（データサイエンス系）、情報社会学科（文系情報学系）の
全ての学科の学生に、それぞれの指向に適した数理・データ
サイエンス・AIの応用基礎レベルの学習を行う多様な科目を
提供していること。
（一例として、「プログラミングの基礎を学ぶ授業」を
学科に３通り開講している。）

・学生が自らの指向に応じた科目選択のもとで修了できるよう、
３通りの修了要件を定めていること。
これらの修了要件は全てがコンソーシアム策定の応用基礎
レベルの学習内容全体をカバー
している（申請様式２を参照）。

・アクティブラーニング・課題
解決型授業の手法を多くの科目
で取り入れていること。
（写真は授業風景）
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